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ては行ったが，会員が100万人を超えたのは95年4月で，8年を要している（5）。   
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時代に対応する教育の枠組は，どのような点を重視して構築されなければなら  
ないだろうか。それは，次の3つのリテラシー（あるものを効果的に使う能  
力）にまとめて考えることができよう。つまり：   
1）コンピュータ・リテラシー   
2）情報リテラシー   





それを使う者として，3つのリテラシー を身につけるべき対象者が拡大すると  
いうことである。   





関する知識を，コンピュータ・リテラシー の内容に入れる必要はない。しかし，  
現在インターネットの恩恵を享受しようとすれば，コンピュータ（パソコ  
ン）・リテラシー は，まず第1に身につけねばならないリテラシーである。そ  
して，坂村の想定する世界が実現すれば，コンピュータ・リテラシーについて，  
一般的なユーザーに教授する必要すらなくなる可能性もある。それどころか，  
実際には，後述するように，なくなってきているといえる。   
以上を踏まえ，当面必要な各リテラシーの内容について考えていくことにす  
る。  
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4．コンピュータ・リテラシー  





：1995）。   










いる場合が少なくなかった。   
従って，実際のところ，かつてもまた現時点でも，一般的ユーザーにとって  
のコンピュータ・リテラシー とは，タイプライタやビデオレコーダのようなそ  
れまでの技術や日常生活の類推の域を脱していない。そしてその現状は，今後  
も変わらないだろうし，コンピュータ（パソコン）が，より普及し，より家電  
化すれば，変わる必要もない。   
極言すれば，いかにして「コンピュータは特別なものではない」ということ  
を教えるのが，本質的コンピュータ■リテラシー教育ということになる。それ  
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ゆえ，この分野の教育は，できるだけ初等の教育機会に行なわれることが望ま  
しいといえる（1刀。   





タ・リテラシー教育は，次に挙げる情報リテラシー，メディア・リテラシー を  
十分意識したものでなくてはならない。  
5．情報リテラシー  






シーとは，ある情報やメッセージが：   
a）どのような方法で記述されているか   
b）その記述方法にはどのような特質があるか を知り，その記述方法に   
c）合理性があるかどうか を判断でき，できれば   
d）欠陥があればそれを修正できる  
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（1996）によると：   
a）双方向性   
b）同報性   
c）即時性と蓄積性  
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理解しておく必要がある。  
6．メディア・リテラシー  







1．一次的メディア：音，文字がそれにあたる。   
2．二次的メディア：発音（発声）器官，紙，ペン，印刷，テープレコーダ  






にのせて聴衆に伝えるなどの行為の段階を考えてみて欲しい（1功。   
マルチメディアの環境は，人間の情報（メッセージ）表現手段として，さら  
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ケーション能力の程度に通じる。つまり，   




報リテラシー を考慮し，   
c）情報の共有性，′互換性など，媒体間の関係を【理解し，利用でき   
d）情報伝達の相互性など，情報の発信者と受信者の関係に配慮できる  
能力を身につけることが，高度通信ネットワーク社会と，そこでのコミュニ  
ケーションに対応することになろう。   
最後に，メディア・リテラシーについて，もう一つ留意しておくべきことが  
ある。それは，このメディア・リテラシーは特に，架空の環境についてのもの  
であってはならないという事である。コンピュータ・リテラシー は，通常，実  
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こんなこともできそうだという，架空論（仮想現実とは無関係）に流れる危険  
性がある。メディア・リテラシーについての授業は，あくまでも現実にある環  

















注（1）、例えば，NECPC98シT）－ズで，640キロバイトのメモリと，CPUにV30を搭載したFDD   
種。   
ほ）また；199d年頃の通信モデムの主力は，2400bpsであり，現在のモデムの通信速度とは比べも  
のにならない「遅さ」であった。  
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F情報化自書1996j pp．353－354。  
（5）大手，4社の合計については，表1の通りである。  
表1 主要な商用パソコンネット4社の会員数の推移  
（万人）  
3．12   4．6   4．12   5．6   5．12   6．6  6．12   7．6                            （年月）  
「全国パソコンネット局実態調査」（（鮒ニューメディア開発協会）により作成  
（F通信自書平成8年j による）  
（6）F通信白書 平成8年Jp．306。この調査は，他にファクシミリ，無線呼出し，携帯電話など   
について調査しているが，93年に始まった携帯電話の伸びが目だっているのも，通信環境の変化，   
特に「個人化」を示唆するものと言えそうである。  
（7）流行ということばを敢えて用いたのは，一流企業が行なっているインターネットのホームペー   
ジでさえも，作ってはみたものの更新（メンテナンス）をしない企業の数が少なくないという事   
実などがあるからである。日本経済新聞が1996年10月に行なった調査でも，ホームページを開設   
していると答えた日本の主要企業は，調査対象の34．7％で，557社。その中で，ホームページの   
ヒット回数（視聴者が読み出したファイルの合計数）で，1日1，000件未満が全体の6割で，そ   
の8割がホームページの内容を1カ月以上放置している。（日経産業新聞96年11月29日）  
インターネットの発展という点では，米国でも伸びが顕著になったのは，この数年の事である。   
表2，3参照。  
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表2 インターネット上のホスト数の増加  
（㌃インターネット自書’96』による）   
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表3 アメリカとアメリカ以外のネットワーク伸び率のグラフ  
（Fインターネット自書’96jによる）   
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パソコンネットワーク全体で300万人の会員というあたりだったともいえるかも知れない。   
仕切 rインターネット自書Jp．20．r情報白書j p．220．  
（川 インターネットのもつ思想的背景については，森田（1997）を参照されたい。   
伍勿 つまり，これらのパソコンが，原則として1996年度に稼働することができたことを意味する。   
㈹F教育データランド96－97j pp．296－297．   





（掴 文字を中心とした効果的なネットワーク上のコミュニケーションについては，Buda   
（1994－1996）の研究に詳しい。また，インターネットの機能と教育に関する一般的な応用の可  
能性・例については，竹内（1996）を参照されたい。  




（17）教育工学系の学会では，コンピュータに対して特別の感情を抱いているのは，教師の方で，生   
徒・学生は年々そうした忌避の感情を持たなくなってきているという報告や，発表が多くなされ  
ている。野島（1995）の研究でも指摘されるところである。   
㈹ 再現率＝正しく検索された情報全体÷質問に適合する情報全体  
適合率＝正しく検索された情報全体÷検索された情報全体   
で，どちらも1に近い方がよい。（羽鳥他：1992）   
㈹ メディアを，人間が自己のメッセージを伝える手段と考えると，さらにこれにいくつかのメ   
ディアが加わることも考えられよう。例えば，絵画や彫刻などの芸術作品がそれだが，主に感情  
の吐露である芸術を今の議論に加えることは，現時点では避けたい。   
鋤 再度，筆者の考えるマルチメディアの定義をあげると：  
「情報を相互に伝達し合うために，音声・文字・映像のどの媒体にも優先順位を与えず，最も  
効果的な媒体を選び，あるいは組み合せ，統合した管理のもとに利用すること」  
その他，伝達方式による定義などは，森田（1995，1997）を参照されたい。   
組 森田（1995）を参照されたい。   
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ab5traCt  
The year1996saw agreatexpansionoftheworld－Wide computernetwork，   
theInternet，Which has been bringingnewideas and methods ofcommunication   
intooursociety．Inordertokeepupwiththisnewtechnologyandtheconcept   
Of globalcommunication，We Should construct a new framework of education．   
Thisshould be builtup basedonthreeliteracies：COmputerliteracy，information   
literacy，and medialiteracy．However，the definitions of them are not clear   
enoughto be able to apply them toeducation．The purpose ofthis paperis to   
Clarify the definitions and provide design suggestions for a new framework of   
the near－future education．  
Keywords：  
personalcomputer／medialiteracy／communicationnetwork／schooleducation  
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